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九
月
二
十
四
日
、
先
般
発
生
し

た
豪
雨
河
川
氾
濫
決
壊
に
て
被

災
し
た
宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町

内
の
復
旧
支
援
活
動
が
行
わ
れ

た
。 

午
前
九
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る

大
和
町
の
、
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
に

集
合
し
受
付
後
バ
ス
に
て
支
援

活
動
を
行
う
大
和
町
舞
野
文
化

セ
ン
タ
ー
へ
移
動
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
方
の
お
話
の
後
、

復
旧
活
動
へ
。
作
業
場
所
へ
移
動

中
、
水
の
勢
い
で
剥
が
れ
た
道
路

や
崩
れ
た
壁
、
浮
い
た
縁
石
等
、

目
に
し
改
め
て
水
の
力
を
実
感

し
た
。 

作
業
は
数
班
に
別
れ
、
午
前
中

は
主
に
用
水
路
や
側
溝
の
泥
上

げ
に
従
事
。
当
県
会
員
も
凡
そ
百

メ
ー
ト
ル
に
亘
る
用
水
路
に
溜

ま
っ
た
泥
・
砂
利
の
掻
き
だ
し
作

業
に
当
た
っ
た
。 

午
前
の
作
業
を
終
え
、
文
化
セ

ン
タ
ー
へ
戻
る
と
、
と
て
も
良
い

匂
い
が
出
迎
え
た
。
広
島
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
へ
料
理
を

作
る
た
め
来
て
い
た
シ
ェ
フ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
人
数
分

の
パ
ス
タ
を
振
舞
っ
て
く
れ
た
。 

石
巻
産
の
サ
バ
と
空
豆
を
使
用

し
た
パ
ス
タ
で
あ
る
。
疲
れ
た
体

に
は
有
り
難
い
料
理
で
あ
っ
た
。

大
変
美
味
し
く
頂
い
た
。 

午
後
は
当
県
会
員
を
含
む
櫻

谷
六
県
会
長
以
下
六
名
で
民
家

床
下
に
潜
り
泥
上
げ
の
作
業
に

従
事
し
た
。
住
民
の
方
が
播
い
た

石
灰
で
呼
吸
も
厳
し
く
奥
に
行

け
ば
湿
気
と
暗
闇
で
恐
怖
感
が

増
し
た
と
話
す
会
員
も
居
た
が
、

無
事
作
業
を
終
え
る
事
が
出
来

た
。 午

後
四
時
に
は
、
ま
ほ
ろ
ば
ホ

巌

神

青 
【
内 

 

容
】 

・
宮
城
県
災
害
復
旧
支
援
活
動 

・
鵜
住
神
社
復
興
支
援
活
動 

・
護
国
神
社
清
掃
奉
仕
活
動
並

び
に
第
二
回
役
員
会 

・
聖
寿
奉
祝
の
碑
清
掃
活
動
と

修
祓
式
参
加 

・
盛
岡
少
年
刑
務
所
収
穫
感
謝
祭 

・
盛
岡
少
年
院
収
穫
感
謝
祭 

・
会
員
懇
親
会
並
び
に
第
三
回

役
員
会 

・
役
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

・
岩
神
青
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご

案
内 

宮
城
県
災
害
復
旧
支
援
活
動 
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ー
ル
に
戻
り
解
団
式
。
現
地
解
散

と
な
っ
た
。 

九
月
二
十
七
日
、
釜
石
市
の
鵜

住
神
社
に
て
復
興
支
援
活
動
が

行
わ
れ
た
。 

 

午
前
七
時
に
参
集
、
神
輿
渡
御

祭
の
祭
儀
の
後
、
午
前
九
時
頃
か

ら
渡
御
が
行
わ
れ
た
。
当
日
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
た
。
途
中
、
仮
設

商
店
街
、
地
区
の
グ
ラ
ン
ド
で
郷

土
芸
能
の
奉
納
が
行
わ
れ
、
た
く

さ
ん
の
方
達
が
見
物
に
訪
れ
て

い
た
。
午
後
四
時
半
頃
、
神
社
に

到
着
、
還
幸
祭
が
行
わ
れ
、
直
会
。

午
後
七
時
頃
、
活
動
を
終
え
た
。 

 

こ
の
日
、
渡
御
に
使
わ
れ
た
お

神
輿
は
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波

で
神
社
の
お
神
輿
が
被
災
し
た

た
め
、
新
し
く
造
り
代
え
ら
れ
た

お
神
輿
で
あ
っ
た
。
お
神
輿
の
制

作
に
あ
た
っ
た
淡
路
島
の
会
社

の
社
長
さ
ん
を
始
め
、
た
く
さ
ん

の
関
係
者
の
方
達
の
参
列
も
あ

り
、
祭
儀
終
了
後
に
参
列
者
の
前

で
お
神
輿
の
復
活
の
経
緯
や
想

い
を
述
べ
ら
れ
、
そ
れ
を
聞
い
て

胸
が
熱
く
な
っ
た
。 

 

終
了
後
、
宮
司
に
感
想
な
ど
お

話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
新
し
い
神

輿
が
お
披
露
目
と
な
り
お
祭
り

を
通
し
て
、
復
興
が
進
ん
で
い
る

こ
と
を
感
じ
て
も
ら
い
、
明
る
い

気
持
ち
を
取
り
戻
し
て
欲
し
い
。

神
社
が
地
域
の
拠
り
所
と
な
り

復
興
を
進
め
て
い
き
た
い
と
お

っ
し
ゃ
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
の
復
興

や
来
年
の
お
祭
り
へ
の
意
気
込

み
な
ど
が
感
じ
ら
れ
た
。 

十
月
二
日
、
第
二
回
役
員
会

が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
に
併
せ
護

國
神
社
の
清
掃
奉
仕
活
動
が
開

催
さ
れ
た
。 

ま
ず
は
護
國
神
社
境
内
の
落

ち
葉
の
掃
き
掃
除
、
社
殿
の
ガ

ラ
ス
拭
き
作
業
を
行
う
。 

続
い
て
盛
岡
八
幡
宮
社
務
所

に
会
場
を
移
し
役
員
会
が
行
わ

れ
た
。
会
長
の
挨
拶
の
後
、
諸
報

告
、
そ
し
て
協
議
事
項
へ
と
移

り
、
下
半
期
の
事
業
計
画
が
承

認
さ
れ
、
少
年
院
少
年
刑
務
所

収
穫
感
謝
祭
、
建
国
祭
県
内
奉

祝
活
動
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。

特
に
も
議
案
「
建
国
祭
県
内
奉

鵜
住
神
社
復
興
支
援
活
動 

護
國
神
社
清
掃
奉
仕
並
び

に
第
二
回
役
員
会
開
催 
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祝
活
動
に
つ
い
て
」
に
お
い
て

は
、
全
国
的
に
憲
法
改
正
の
気

運
が
高
ま
っ
て
い
る
な
か
で
岩

手
県
は
野
党
の
影
響
力
が
強
く
、

民
意
の
形
成
に
至
っ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
青
年
神
職
と
し
て

も
大
い
に
関
わ
り
深
い
、「
建
国

を
し
の
び
、
国
を
愛
す
る
心
を

養
う
日
」
で
あ
る
建
国
記
念
の

日
に
併
せ
「
憲
法
改
正
運
動
に

つ
い
て
（
提
案
）
」
と
い
う
形
で
、

関
係
諸
団
体
と
の
連
携
を
取
り

つ
つ
①
街
宣
活
動
②
署
名
活
動

③
啓
発
活
動
を
行
っ
て
は
ど
う

か
と
い
う
提
案
が
執
行
部
か
ら

な
さ
れ
、
賛
否
ま
た
別
の
ア
プ

ロ
ー
チ
か
ら
の
活
動
の
提
案
な

ど
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。
結
論
は
ひ
と
ま
ず
見
送

り
と
な
り
、
時
局
対
策
委
員
会

と
も
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、

今
回
出
た
意
見
を
基
に
更
に
検

討
を
重
ね
、
十
一
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
会
員
懇
親
会
で
臨
時

役
員
会
を
開
催
し
、
再
度
提
案

す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。 

各
委
員
会
か
ら
の
報
告
で
は
、

事
業
委
員
会
か
ら
は
千
歳
飴
を

始
め
と
す
る
事
業
頒
布
品
頒
布

活
動
に
つ
い
て
、
広
報
委
員
会

か
ら
は
広
報
岩
神
青
の
発
刊
、

県
内
神
社
と
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
相
互
リ
ン
ク
の
お
願
い
に
つ

い
て
、
時
局
対
策
委
員
会
か
ら

は
田
村
県
議
選
挙
支
援
活
動
に

つ
い
て
の
報
告
と
御
礼
が
な
さ

れ
、
閉
会
と
な
っ
た
。 

懇
親
会
は
櫻
山
神
社
向
い
の

「MASS
（
マ
ス
）」
に
て
行
わ
れ
、

役
員
会
さ
な
が
ら
に
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
様
子

だ
っ
た
。 

十
一
月
十
一
日
、
盛
岡
市
の

つ
な
ぎ
温
泉
「
ホ
テ
ル
紫
苑
」
に

於
い
て
、
毎
年
恒
例
の
会
員
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

懇
親
会
に
先
立
ち
第
三
回
役

員
会
が
開
か
れ
、
東
北
六
県
神

道
青
年
協
議
会
の
親
睦
事
業
の

報
告
や
、
建
国
記
念
の
日
奉
祝

活
動
並
び
に
憲
法
改
正
啓
発
活

動
に
つ
い
て
の
協
議
が
行
わ
れ

た
。
特
に
も
前
回
の
第
二
回
役

員
会
で
継
続
協
議
事
項
と
な
っ

た
憲
法
改
正
啓
発
活
動
に
つ
い

て
は
、
執
行
部
よ
り
啓
発
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
活
動
と
い
う

提
案
が
な
さ
れ
、
多
数
の
賛
成

を
以
て
議
決
さ
れ
た
。
今
後
は

関
係
諸
団
体
と
協
議
、
調
整
の

の
ち
、
詳
細
が
決
定
す
る
と
の

こ
と
。
実
施
の
暁
に
は
会
員
の

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
す
る

次
第
で
あ
る
。 

役
員
会
後
の
会
員
懇
親
会
に

は
、
ご
来
賓
の
藤
原
庁
長
、
稲

田
・
坂
本
両
副
庁
長
始
め
、
菅
原

会
長
以
下
会
員
三
十
名
と
い
う

多
数
の
会
員
が
出
席
し
、
大
い

に
懇
親
を
深
め
あ
っ
た
。
そ
の

後
の
二
次
会
、
そ
し
て
部
屋
で

の
三
次
会
と
夜
は
更
け
て
い
き
、

第
三
回
役
員
会
並
び
に 

会
員
懇
親
会
開
催 
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一
年
に
一
度
の
会
員
懇
親
会
は
、

大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
。 

十
月
二
十
六
日
～
二
十
七
日

に
か
け
て
、
波
照
間
島
で
開
催

さ
れ
た
神
道
青
年
全
国
協
議
会

主
催
に
よ
る
聖
寿
奉
祝
の
碑
清

掃
活
動
と
修
祓
式
に
、
神
道
青

年
全
国
協
議
会
理
事
・
東
北
六

県
神
道
青
年
協
議
会
議
長
で
あ

る
、
当
会
の
藤
原
常
任
委
員
が

参
加
し
た
。 

一
九
七
七
年
、
先
輩
方
が
沖

縄
返
還
を
記
念
し
て
建
立
し
た

「
波
照
間
之
碑
」
は
、
日
本
全
国

か
ら
集
め
ら
れ
た
石
が
敷
き
詰

め
ら
れ
た
歩
道
の
終
着
点
に
建

て
ら
れ
て
い
る
。 

そ
の
す
ぐ
そ
ば
に
は
国
旗
掲

揚
塔
が
建
て
ら
れ
た
が
風
雨
に

晒
さ
れ
や
す
い
環
境
の
た
め
、

一
九
八
五
年
、
国
旗
掲
揚
塔
に

代
わ
り
、
日
本
国
旗
の
レ
リ
ー

フ
を
は
め
込
ん
だ
「
聖
寿
奉
祝

の
碑
」
を
新
た
に
建
立
し
た
。 

二
十
六
日
に
石
垣
島
に
集
合

し
、
十
九
時
よ
り
懇
親
会
が
行

わ
れ
た
。
明
朝
、
天
候
次
第
で
欠

航
の
確
率
が
五
十
％
と
い
う
悪

条
件
の
な
か
無
事
乗
船
し
、
波

照
間
島
に
上
陸
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
十
時
に
聖
寿
奉
祝
の
碑

の
清
掃
活
動
、
そ
し
て
十
一
時

か
ら
修
祓
式
、
聖
寿
の
万
歳
を

執
り
行
っ
た
。
昼
食
の
後
十
三

時
の
船
で
離
島
し
、
石
垣
島
に

て
解
散
と
な
っ
た
。 

今
回
は
現
地
調
査
と
清
掃
活

動
を
行
う
と
と
も
に
、
先
輩
方

が
築
い
て
こ
ら
れ
た
思
い
を
途

絶
え
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
日
本

の
安
全
と
世
界
平
和
を
祈
る
心

を
今
後
も
後
世
に
守
り
伝
え
て

い
く
と
決
意
を
新
た
に
致
し
た
。 

十
月
三
十
一
日
、
本
年
も
恒

例
の
盛
岡
少
年
刑
務
所
の
収
穫

感
謝
祭
を
当
会
に
て
奉
仕
を
さ

せ
て
頂
い
た
。 

県
内
各
地
七
五
三
の
時
期
と

言
う
こ
と
も
あ
り
、
会
員
三
名

で
の
奉
仕
と
な
っ
た
が
、
岩
手

県
神
社
庁
教
誨
師
で
あ
る
一
條

善
人
先
生
に
典
儀
を
御
奉
仕
頂

き
、
無
事
滞
り
な
く
斎
行
す
る

こ
と
が
出
来
た
。 

祭
儀
で
は
献
饌
の
際
に
二
名

の
受
刑
者
代
表
に
御
奉
仕
を
頂

き
、
刑
務
所
内
で
育
て
た
野
菜

を
御
神
前
に
お
供
え
し
て
頂
い

た
。
ま
た
、
玉
串
奉
奠
の
際
に
も

代
表
に
合
わ
せ
拝
礼
す
る
姿
か

ら
は
、
祭
儀
に
携
わ
っ
て
い
る

と
い
う
緊
張
感
が
伺
え
、
少
な

か
ら
ず
神
事
の
厳
粛
さ
を
伝
え

る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い

聖
寿
奉
祝
の
碑
清
掃
活
動

と
修
祓
式
参
加 

盛
岡
少
年
刑
務
所
収
穫
感
謝

祭
斎
行 
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か
と
感
じ
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
恒
例
の
収
穫

感
謝
祭
で
は
あ
る
が
年
々
参
列

の
人
数
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
神
事
を
通
し
て
敬

神
崇
祖
の
念
や
感
謝
の
心
と
言

っ
た
日
本
人
と
し
て
の
心
の
醸

成
、
育
成
が
難
し
く
な
っ
て
来

て
い
る
と
実
感
し
た
。
今
後
、
当

会
で
も
新
た
な
試
み
等
を
検
討

し
、
神
事
を
通
し
た
人
間
形
成

の
場
を
増
や
し
て
い
く
必
要
が

あ
ろ
う
。 

 

 

十
一
月
四
日
、
今
年
も
恒
例

の
盛
岡
少
年
院
収
穫
感
謝
祭
を

当
会
に
て
奉
仕
致
し
た
。 

先
導
車
を
務
め
た
菊
池
書
記

が
道
に
迷
う
と
い
う
ア
ク
シ
デ

ン
ト
も
有
っ
た
が
、
お
お
よ
そ

時
間
通
り
に
盛
岡
少
年
院
へ
到

着
。
斎
場
の
準
備
も
滞
り
な
く

済
ま
せ
、
一
條
教
誨
師
の
法
螺

貝
で
参
進
。
献
饌
で
は
二
名
の

受
刑
者
が
奉
仕
し
少
年
院
内
で

収
穫
さ
れ
た
野
菜
を
神
前
へ
奉

納
し
た
。
玉
串
奉
奠
で
は
参
列

者
全
員
、
受
刑
者
代
表
に
合
わ

せ
一
糸
乱
れ
ぬ
姿
で
拝
礼
を
さ

れ
て
い
た
。 

平
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
会

員
七
名
と
い
う
多
数
の
奉
仕
を

得
、
三
管
そ
ろ
っ
て
の
雅
楽
を

奉
奏
す
る
こ
と
が
出
来
る
な
ど
、

大
神
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
参
列

者
の
宗
教
心
の
涵
養
に
も
資
す

る
祭
典
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
我
々
奉
仕
者
の
姿
を

見
て
、
受
刑
者
皆
様
の
更
生
に

繋
が
る
何
か
を
感
じ
て
頂
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。 

初
め
て
奉
仕
し
た
菅
原
正
宜

地
区
委
員
か
ら
は
「
奉
仕
出
来

る
機
会
も
少
な
い
と
思
う
の
で
、

ま
だ
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
会

員
の
皆
様
に
は
是
非
参
加
し
て

頂
き
た
い
と
感
じ
た
。」
と
い
う

感
想
が
聞
か
れ
た
。 

十
月
二
十
六
日
、
神
職
教
養

研
修
会
に
於
い
て
、
事
業
頒
布

品
頒
布
活
動
を
行
っ
た
。 

午
前
九
時
よ
り
準
備
を
開
始

し
、
研
修
会
開
始
前
と
終
了
後

に
頒
布
活
動
を
行
っ
た
。
例
年

に
比
べ
て
、
参
加
者
の
神
社
庁

入
り
が
遅
か
っ
た
の
か
不
安
な

出
だ
し
と
な
っ
た
が
、
最
終
的

に
は
、
神
札
袋
を
中
心
に
昨
年

並
み
の
頒
布
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
。 

対
応
は
事
業
委
員
が
主
に
行

っ
て
い
る
が
、
参
加
神
職
の

方
々
に
お
声
が
け
を
い
た
だ
い

た
。
多
く
の
役
員
・
会
員
の
皆
様

に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
る
。 

引
き
続
き
頒
布
品
の
お
声
が

け
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

事
業
頒
布
品
頒
布
活
動 

盛
岡
少
年
院
収
穫
感
謝
祭

斎
行 
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【
項
目
】
①
名
前
②
役
職
③
所

属
支
部
④
奉
務
神
社
⑤
独
身o

r

既
婚
⑥
趣
味
⑦
好
き
な
芸
能
人

や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
⑧
休
日
の
過

ご
し
方
⑨
神
明
奉
仕
に
あ
た
っ

て
心
が
け
て
い
る
こ
と
⑩
影
響

を
受
け
た
本
⑪
座
右
の
銘
⑫
あ

な
た
に
と
っ
て
ズ
バ
リ
神
道
と

は
？
⑬
青
年
会
に
期
待
す
る
こ

と
⑭
こ
ん
な
活
動
が
し
た
い
！

⑮
役
職
就
任
に
あ
た
り
抱
負
を

一
言 

 

▼
①
橋
本
健
太(

は
し
も
と
け

ん
た)

②
書
記
③
宮
古
市
下
閉

伊
郡
支
部
④
川
内
八
幡
神
社
⑤

独

身

⑥

映

画

鑑

賞

⑦

M
r
.
C
h
i
l
d
re
n

、
広
瀬
す
ず
、
木

村
文
乃
⑧
農
作
業
⑨
き
れ
い
な

作
法
⑩
古
事
記
⑪
継
続
は
力
な

り
⑫
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
⑬
会
の

更
な
る
発
展
⑭
全
会
員
一
堂
に

会
し
て
の
懇
親
会
⑮
書
記
、
広

報
委
員
会
と
い
う
大
役
を
仰
せ

つ
か
り
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。

神
職
と
し
て
成
長
で
き
よ
う
努

力
し
つ
つ
、
お
役
に
立
て
る
よ

う
が
ん
ば
り
ま
す
！ 

 

▼
①
菊
池
祥
隆(

き
く
ち
よ
し

た
か
）
②
書
記
③
北
上
市
和
賀

郡
支
部
④
稲
葉
神
社 

権
禰
宜

⑤

独

身

⑥

奏

楽

⑦

LED 

ZEPPELIN

⑧
地
元
中
学
で
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
指
導
等
⑨
神
祇
祭

祀
の
尊
重
⑩
『
神
道
の
ち
か
ら

(

上
田
賢
治
著)

』
、
『
見
え
な
い

道
の
歩
き
方(

桜
井
章
一
著)

』

等
⑪
中
今
⑫
全
生
命
に
神
性
を

見
出
す
生
き
方
⑬
会
員
相
互
の

交
流
及
び
協
力
関
係
の
構
築
⑭

研
修
事
業
の
充
実
、
多
業
種
の

方
々
と
の
交
流
、
青
少
年
教
化

育
成
活
動
の
実
施
⑮
事
務
局
員

と
し
て
事
務
局
長
の
手
足
と
な

れ
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
ら
せ
て

頂
き
ま
す 

 

▼
①
佐
々
木
浩
明(

さ
さ
き
ひ

ろ
あ
き)

②
書
記
③
上
閉
伊
支

部
④
早
池
峯
神
社
⑤
独
身
⑥
ダ

ー
ツ
⑦
所
ジ
ョ
ー
ジ
・
ケ
ン
ド

ー
コ
バ
ヤ
シ
⑧
日
帰
り
旅
行
⑨

謙
虚
に
誠
実
に
、
神
社
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
自
分
の
周
辺
を
清

潔
に
し
て
お
く
⑩
『
山
岳
信
仰

(

中
公
新
書)

』
⑪
現
状
に
甘
ん

じ
る
こ
と
な
く
、
人
生
を
無
駄

に
過
ご
さ
な
い
⑫
日
本
人
の
自

然
観
⑬
五
年
、
十
年
先
の
青
年

会
員
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
取

り
組
み
⑭
災
害
対
策
研
修
会
⑮

事
務
局
長
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

よ
う
務
め
て
行
き
ま
す 

 

▼
①
谷
藤
大
典(

た
に
ふ
じ
ひ

ろ
の
り
）
②
書
記
③
盛
岡
市
支

部
④
諏
訪
神
社
⑤
独
身
⑥
ス
キ

ー
・
酒
飲
み
⑦
渥
美
清
・
柴
田
恭

兵
・
中
島
み
ゆ
き
⑧
休
日
無
⑨

愚
直
⑩
『
少
年
日
本
史(

平
泉
澄

著)

』
⑪
危
急
存
亡
秋
⑫
神
代
か

ら
今
こ
の
瞬
間
も(

広
義)

⑬
時

に
は
過
激
さ
を
帯
び
た
と
し
て

も(
法
令
順
守
の
も
と)

神
社
神

道
の
立
場
を
は
っ
き
り
と
言

動
・
行
動
を
以
て
示
す
。
そ
れ
が

尖
兵
た
る
務
め
。
⑭
学
校
教
育

へ
の
介
入
・
武
蔵
野
御
陵
清
掃

奉
仕
⑮
職
務
遂
行 

 

▼
①
小
野
宏
之(

お
の
ひ
ろ
ゆ

き)

②
書
記
・
事
業
委
員
会
③
西

磐
井
平
泉
町
④
奥
州
平
泉
鎮
座

(

宗)

熊
野
三
社
⑤
妻(

景
子)

、

娘(

命
彩
メ
イ
サ
４
歳
）
、
息
子

(

那
泰
ナ
ユ
タ
１
歳
）
⑥
体
を
動

か
す
こ
と
、
演
奏
す
る
こ
と
、
い

じ
る
こ
と
、
獲
る
こ
と
⑦BUMP 

OF 
CHICKEN

、
マ
ナ
カ
ナ
の
カ

ナ
方
⑧
基
本
的
に
じ
っ
と
し
て

な
い
で
す
。
⑨
繋
が
り
を
大
事

に
す
る
⑩
『
レ
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ンNo.3

(

金
城
一
紀
著)

』
本

を
読
む
楽
し
さ
を
知
り
ま
し
た

⑪
言
う
だ
け
じ
ゃ
何
も
変
わ
ら

な
い
⑫
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
⑬
型
や
枠
に
は
ま
ら
ず
、

多
岐
に
わ
た
る
活
動
。
⑭
現
代

の
ニ
ー
ズ
に
あ
う
神
社
ら
し
さ

を
リ
リ
ー
ス
し
て
い
き
た
い
で

す
⑮
ま
ず
は
や
れ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

※
役
員
の
皆
様
に
は
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
提
出
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
！ 

新 

役 

員 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 
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岩
手
県
神
道
青
年
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
随
時
更
新
し
て
お

り
ま
す
。
最
新
の
事
業
報
告
を

掲
載
し
て
い
る
外
、
広
報
「
巌
神

青
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
や
、
神

社
本
庁
包
括
下
の
県
内
神
社
の

一
覧
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
な

ど
、
大
変
充
実
し
た
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。「
巌

神
青
」
で
は
紹
介
し
き
れ
な
か

っ
た
各
種
事
業
の
写
真
も
数
多

く
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
に
は
是
非
青
年
会

活
動
の
意
義
や
楽
し
さ
と
い
う

も
の
を
感
じ
て
も
ら
っ
て
、
活

動
に
ご
参
加
頂
け
れ
ば
嬉
し
く

思
い
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
！ 

      

 

【
編
集
後
記
】 

年
末
を
間
近
に
控
え
、
会
員

の
皆
様
に
は
ご
多
忙
の
日
々
を

お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
致
し

ま
す
。
今
年
の
冬
は
初
積
雪
が

例
年
よ
り
遅
く
、
ま
た
気
温
も

高
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
こ

と
か
ら
、
大
雪
の
可
能
性
が
高

い
と
の
も
っ
ぱ
ら
の
噂
で
す
。

せ
め
て
正
月
期
間
中
は
雪
が
少

な
く
、
穏
や
か
な
年
越
し
と
な

る
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
巌
神
青
七
〇
九
号
い

か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
下

半
期
の
事
業
も
残
す
と
こ
ろ
建

国
記
念
の
日
関
係
の
事
業
の
み

と
な
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
八

年
は
更
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、
会
員
の
皆
様
と
共

に
歩
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。（
宜
） 
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